
上⽥市・千曲市広域シェアサイクル社会実験 事務局

＜社会実験の概要＞＜社会実験の概要＞

【事業主体】上⽥地域シェアサイクル活⽤推進協議会、千曲市
【運営主体】㈱ハビタット、（⼀社）信州千曲観光局、㈱⽇本海コンサルタント
【運営協⼒】信州地域デザインセンター（UDC 信州）
【システム提供】㈱ドコモ・バイクシェア

▼ホームページ

＜これまでの経緯＞＜これまでの経緯＞ ＜取組状況＞＜取組状況＞
【各年度の取組】【各年度の取組】 【役割の変遷】【役割の変遷】 【第 10 回プラチナ⼤賞優秀賞 受賞】【第 10 回プラチナ⼤賞優秀賞 受賞】【⾮接触充電パネル】【⾮接触充電パネル】

【太陽光発電・蓄電池（上⽥市）】【太陽光発電・蓄電池（上⽥市）】 【太陽光発電・蓄電池（千曲市）】【太陽光発電・蓄電池（千曲市）】

【地元⾼校⽣による試乗会】【地元⾼校⽣による試乗会】 【Ticket QR による 1 ⽇パス販売】【Ticket QR による 1 ⽇パス販売】

令和 5 年度しなの鉄道線沿線
広域型シェアサイクル社会実験

 しなの鉄道線沿線地域（⻑野〜軽井沢間）の回遊性向上や⻑野県ゼロカーボン戦略の実現に向けて、「しなの鉄道線＋シェアサイクル」を軸とした新しいモビリティの
あり⽅や公⺠連携による事業化の⽅向性について検討し、本格導⼊の可能性や課題を明らかにする（社会実験３年⽬）。

事業⽬的

令和 5 年 4 ⽉１⽇（⼟）〜 12 ⽉ 17 ⽇（⽇） ※令和３年度は７⽉１⽇〜 12 ⽉ 19 ⽇
                             令和４年度は７⽉１⽇〜 12 ⽉ 18 ⽇で実施

事業期間

ドコモ・バイクシェアアプリからクレジットカード等の会員情報
を登録し、スマートフォンで貸出返却  

利⽤⽅法

電動アシスト⾃転⾞ 90 台（上⽥市・千曲市でそれぞれ 45 台ずつ）
サイクルポート 29 箇所（上⽥市 16 箇所、千曲市 13 箇所）

事業規模

１回会員１回会員︓最初の 30 分 110 円（30 分超過ごとに 110 円ずつ追加）
⽉額会員⽉額会員︓基本料⾦ 1,650 円

利⽤料⾦

◇しなの鉄道沿線地域の現状調査
◇「しなの鉄道沿線地域まちづくり勉強会」の設置 ・運営
◇リーディング ・ プロジェクトの立案

令和２年度

◇リーディング ・ プロジェクト 「上田市・千曲市広域シェアサイクル 「上田市・千曲市広域シェアサイクル
社会実験」の 開始社会実験」の 開始

◇事業規模は、合計で自転車 60台、ポート 10箇所
◇試験的に、非接触充電による電動アシスト自転車の充電を実施
　→マイカーからの乗り換えや消費促進・滞在時間増加に効果ありマイカーからの乗り換えや消費促進・滞在時間増加に効果あり

令和３年度

◇長野県事業と連携して、自転車 90台、ポート 22箇所にサービス拡大自転車 90台、ポート 22箇所にサービス拡大
◇新システム（太陽光パネル 蓄電池＋非接触充電） の開発・導入新システム（太陽光パネル 蓄電池＋非接触充電） の開発・導入
◇４時間パスや学生割引パスなど、多様なユーザーに配慮した料金設定
◇ワーケーション企画×シェアサイクルなど多様な用途に活用
　→利用回数が 2.6 倍に増加利用回数が 2.6 倍に増加（R3:2,467 回→R4:6,316 回）
　→第 10 回プラチナ大賞 優秀賞（広域資源活用賞）を受賞第 10 回プラチナ大賞 優秀賞（広域資源活用賞）を受賞

令和４年度

◇ニーズを踏まえてポートを 29箇所に拡大ポートを 29箇所に拡大
◇地域版キャッシュレスサービス「チケット QR 」との連携開始「チケット QR 」との連携開始
◇地元高校生と連携した利用促進地元高校生と連携した利用促進（試乗会、新ポート提案など）
◇Power BI による利用状況集計プラットフォームを本格導入
　→利用回数が 1.3 倍に増加利用回数が 1.3 倍に増加（R4:6,316 回→R5:8,309 回（R5/9/30 迄の実績））

令和５年度

本格導入に向けて検討中本格導入に向けて検討中令和６年度

UDC信州
主導

上田市
千曲市
事業運営

UDC信州
調整役
＋
上田市
千曲市
事業運営

調査調査
勉強会勉強会

社会実験社会実験
１年⽬１年⽬

社会実験社会実験
２年⽬２年⽬

社会実験社会実験
３年⽬３年⽬

電動アシスト自転車電動アシスト自転車

太陽光パネルと蓄電池太陽光パネルと蓄電池 太陽光パネル太陽光パネル

蓄電池蓄電池


